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第1章知的障がい特別支援学校高等部におけ

る教育

第 l節では特別支援学校高等部(以下，高等部

とする)の教育には単なる職業自立に向けた指

導ではなく，個別の教育的ニーズや生徒の内面

的な自立に向けた指導も言及していく必要があ

る事を示した。そして指導を言及していくにあ

たり，高等部の教育的課題を検討する必要性を

述べた。第2節では，近年の軽度知的障がいの

ある生徒の増加による新たな生徒指導上の問題

を指摘し，高等部における発達障がいのある生

徒の在籍を示し，軽度知的障がいのある生徒の

増加への教育的対応を検討してし、くことの必要

性を述べた。第3節では，軽度知的障がいのあ

る生徒への教育的対応として，生徒の能力の向

上に向けた指導と併せて，生徒指導を活用し，

生徒自身の内面を育てていく指導を行う必要が

ある事を述べた。そこで軽度知的障がいのある

生徒に対する教育的対応に対する教師の指導観

における“自己指導能力の育成を目指す生徒指

導"と併せて“障がい特性への指導の菌占董"の

2つの擢韓見を明らかにする必要性を述べた。

第2章都市の指導観

第 1節では，教師の指導観と指導の関係にっ

し、て，朝市の指導は指導観から影響を受けるこ

とについて述べたc また，指導への影響因とし

ては担任学年と勤務経験年数についても言及し

ていく必要性について述ベアュさらに“ピリー

指導教員 大谷博俊

フ"が老柏市の指導に影響を与える可能性を示し

指導への影響や関係性について明らかにする必

要があると述べた。第2節では，教師特有のピ

リーフとして「厳格@統制JI指導困難 e慣例追

従」のピリーフは，教育的ニーズに応じた指導

や支援を必要とする特別支援学校において教師

の指導観と併せて検書ける必要があると述べた。

第3章 自己指導能力の育成を目指す生徒指導

に対する教師の生徒指導観

第 l簡では，生徒指導には?生徒の自己実現

のため自己指導能力の育成を図るという意義が

含まれる事を述べ，自己指導能力の定義づけを

行った。また生徒指導観についての捉え方につ

いて述べ自己指導能力の育成を目指す生徒指

導の 3つの留意点別で教師の生徒指導観を明ら

かにする必要性を述べた。第2節では，児童生

徒に自己前主感を与えることについて，生徒が

自己荷主感を得るための方法と教耐則の由意，

耕ヰ指導における西己薦、の工夫について述べ自

己前生感を与えるための望ましい指導観につい

て定義を行ったO 第3節では，共感的な人間関

係を育成することについて，生徒の活動中での

対話の必要性とその効果，教師の学習設定の配

慮9 共感的な人間関係を育むための手立てにつ

いて述べ共感的な人間関係を育成するための

望ましい指導観について定義を行ったO 第4節

では，自己決定の場を与え自己の可能性を援助

することについて，教師側の活動設定の工夫と
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指導の意味，教科指導上での指導の手立てにつ

いて述べ，自己決定の場を与え自己の可能性の

開発を援助することに対する望ましい指導観に

ついて定義を行った。第5節では9 高等部にお

ける自己指導能力の育成を目指す生徒指導観を

検討し，本章で、定義づけを行ってきた3点の留

意点J剖の指導観を内包した概念が自己幸岸幕能力

の育成を目指す生徒指導観であると定義づけた。

そして，この自己指導能力の育成を目指す生徒

指導観を検討していくにあたり，研究lにおい

て，担当学年と勤務経験年数との関連を検手「す

ること，研究2において，障がい特性への指導

の酌量と教師特有のピリーフとの相関関係を検

討することを述べた。

第4章軽度知的樟がいのある生徒に対する自

己指導能力の育成を目指す生徒指導観と担任

学年，知的障がい特別支援学校勤務経験年数と

の関連

高等部教師の軽度知的障がいのある生徒に対

する“自己指導能力の育成を目指す生徒指導観"

について，担任学年@知的障がし、特別支援学校

野線験年数と“自己指導能力の育成を目指す

生徒指導観"との関連を検討した。 2要因分散

分析の結果，担任学年と知的障がい特別支援学

校勤務経験年数と“自主性尊重"“荷主感提供"

“{言頼関側帯築"には有意差が認められなかっ

た。よって担任学年と知的障がい特別支援学校

勤務経験年数は，“自主性尊重"“柄生感提供"

“信頼関系構築"には影響を与えているとは言

えない。

第5章知的障がい特別支援学校高等部郡市の

自己指導能力の育成を目指す生徒指導観と教

師特有のピリーフ，障がい特性への指導の配慮

との相関関係、

高等部郡市の軽度知的障がいのある生徒に対

する官己指導能力の育成を目指す生徒指導観"

について9 ①“自己指導能力の育成を目指す生

徒指導観"の3領域での関連，②“親市特有の

ピリープ'との関連s ③“障がい特性への指導

の配慮"との関連を検討した。相関分析の結果，

①“自己指導能力の育成を目指す生徒指尊観"

の3領域での関連において“自主性尊重"と“存

在感提供"に正の相関が認められた。②“教師

特有のピリープ'との関連において4つの関連

が認められた。 1つ目は“厳格・統制"と“存

在感提供"に弱い負の相関， 2つ目は“指導困

難・慣例追従"と“自主性尊重"に弱し、負の相

関， 3つ目は

つ日回は土“厳格@統制"と“指導困難@慣例追従"

に弱い正の相関が認められた。③“障がい特性

への指導の西古書、"との関連において“生活に結

びつくように実際的な状況下で指導をする"と

“自主性尊重“生活に結びつくように実際的

な状況下で指導をする"と“信頼関係構築"で

弱し1正の相関が認められた。

第6章研究のまとめ及び成果と今後の展望

本研究では知的障がい特別支援判交高等部教

師の生徒指導観について，軽度知的障がいのあ

る生徒の自己指導能力の育成を目指す生徒指導

を中心に検討を行い，属性による生徒指犠見へ

の影響はないことと，自己指導能力の育成を目

指す生徒指導観にはp “自主性尊重"と“前生感

提供ぺ“生活に結びつくように実際的な状況下

で指導をする"ことが手がかりとなる指導観で

あることが示唆された。また教師特有のピリー

フの“厳格・統制"“指導困難・慣例追令官'につ

いては“自主性尊重"と“相生J惑提供"が関連

しており 9 生徒指尊観においてもその指導を阻

害する可能性が示唆された。
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